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研究成果の概要 

本研究では、機械的機能を有する可展面構造の創成設計を研究の開発目標としている。この目標を達成

するために、大別して「幾何学的制約条件を考慮したトポロジー最適化」と「機械的機能を発現するた

ための機構のトポロジー最適化」を開発する。本年度の成果として、可展面となる構造を創成するため

の幾何学的制約条件の基盤として、幾何学的な最大厚みを制約とするトポロジー最適化を構築した。具

体的には、幾何学的な局所厚みを表現する偏微分方程式と具体的な制約条件式を、レベルセット法よる

形状表現に基づいて定式化した。その定式化に基づいて、所望の幾何学的制約条件を考慮したトポロジ

ー最適化の数値解析アルゴリズムを有限要素法に基づいて構築した。次に、機械的機能を発現するため

の数理モデルの開発に着手した。簡単なベンチマークテストにより提案する数理モデルの妥当性を確

認した。また、数理モデルに基づいて具体的な数値解析アルゴリズムを構築し、妥当な解析結果を得る

ことができた。 
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